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栗栗沢沢町町民民憲憲章章

子子どどもももも老老人人もも、、
ししああわわせせなな町町ににししままししょょうう

実実践践例例示示項項目目

たたががいいにに親親切切ににしし合合いい、、
ああたたたたかかいい社社会会ををつつくくろろうう
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　１月９日（日）、栗沢町の成人式が行われました。
　成人式は、毎年私語もなく厳粛に執り行われてい
ますが、今年も非常に素晴らしい成人式となりまし
た。
　今年、成人を迎えられた方は７７人で、当日は６７人
（男性２５人・女性４２人）が出席し大人の仲間入りを
しました。

　式典では、新成人全員が、ステージ上に並び、一人ひとり
名前を呼ばれ入場。全員が着席後、くりさわ青年協議会の
高畠克治さんと治部育美さんから聖火の炎が分火され、一人
ひとりに成人を祝う炎がともされ、小林晃平さん（由良）と
井口さやかさん（最上）によりセンターキャンドルへ点火さ
れました。
　式典中、山田町長、南町議会議長からそれぞれにお祝いと
激励の言葉が述べられ、山田町長、塚本選挙管理委員長より、
代表の久保正博さん（由良）と田中　葵さん（最上）に記念品が
手渡され、多くの方の祝福を受けていました。
　また、新成人を代表して津田拓也さん（小西）と濱　絵里
香さん（最上）が成人宣言を行い「真実と愛を大切にし、今
日まで育ててくれた家族、先輩、社会に感謝し、社会人とし
ての義務と責任を果たし、共に力を合わせ、平和と幸福のた
めにつくします。」と力強く宣言しました。
　最後に、林　孝幸さん（北本町）と藤田妙子さん（茂世丑）
により、センターキャンドルの炎を収火し、喜びと緊張の内
に式典が終了しました。
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▲成人宣言を読み上げる津田さん（小西）と濱
さん（最上）

▲

センターキャンドルを収火する林さん
（北本町）と藤田さん（茂世丑）

▲

センターキャンドルに点火する小林さん
（由良）と井口さん（最上）

�代表で記念品を受け取る久保さん
（由良）と田中さん（最上）

�
聖
火
を
手
に
皆
さ
ん
緊
張
の
面
持
ち

で
す
ね

▲さあ入場、幕が上がり緊張の面持ちの皆さん
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　今年で３５回目となる、教育委員会主催の書初め大会
が１月７日、町民センターで行われました。
　墨の香りがたちこめた会場内には、日本文化の継承
を目指す子どもたち36人が参加し、大きく元気な字を
書いていました。

　消防職団員の新春を飾る出初式が１月５日に行われ、
消防職団員や関係者約１００人が今年１年の無火災、無事
故を祈願し、防火・防災の決意を新たにしました。
　また、１条通りで分列行進が行われ、地域住民に火の
用心を促しました。
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　毎年恒例の栗沢町新年交礼会が１月７日、栗沢商工
会館で行われました。会場には、約１００人の方が訪れ、
栗沢町の今後のあり方などを語り合い、農業、商業、工
業が一体となって、現在の厳しい状況に立ち向かって
いくことを誓い合いました。

　１月１１日、献血運動に功労のあった団体として京浜精
密工業㈱北海道工場が、「日本赤十字社支部長感謝状並
びに有功章（15年）」を受賞され、栗沢町献血推進協議会
会長である山田晃睦町長より駒場和利北海道工場長に伝
達されました。
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　町統計調査員協議会（長谷川
數雄会長）主催の研修会が１月
１９日、町民センターで行われ
ました。講師に(社)北海道地
域農業研究所 常任理事の黒澤
不二男さんを招き、「米政策改
革大網とこれからの水田農業
について」と題し、現在の農業
を取り巻く環境を踏まえ、集
落営農などについての講演を
されました。会場に訪れた約
50名の方々は皆、真剣な面持
ちで聞き入っていました。
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　年末から年始にかけて各
所でお餅つきが行われまし
た。
　12月24日には「いちい荘」
において、1月８日には「来
夢21」において、1月１３日に
はグリーン少年団の「緑の勉
強会」で、お餅つきが行われ
ました。
　各会場では、 臼 と 杵 での

うす きね

お餅つきが行われ、美味し
いお餅がつきあがり、つき
たてのお餅を黄な粉やごま、
お雑煮にして食べていまし
た。
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　12月22日、栗沢小学校児童会（増井玲貴会長・
262人）が日ごろお世話になっている関係機関に
宛てて「ありがとうカード」を作成し、各施設
に届けられました。
　児童の皆さんの心のこもったカードありがと
うございます。

来 夢２１来 夢２１

いちい荘いちい荘

グリーン少年団グリーン少年団
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　町内の小学校６年生１０人が今年も友好都市の香川県さぬき
市を訪問しました。
　この交流訪問は、町の「ふるさと人づくり事業」として平成
３年から毎年互いに派遣交流を行っているものです。
　今回の派遣交流では、北海道でも真冬日が続く寒い日でし
たが、さぬき市でも7年ぶりの寒波が停滞し、３日ほど雪がち
らつく天気でしたが、さぬき市の子どもたちやホームステイ
の家族とも交流を深め見聞を広めてきました。

　訪問団一行は、１月８
日にさぬき市に入りそ
れぞれのホストファミ
リーと対面、５日間の
ホームステイの中、学校
訪問や児童交流、市内見
学やスケート体験など
を行い多くの思い出を
つくり、１２日無事に帰町
しました。
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�岡田知大・大津　舞・本田絋平・小林すず（以上４人
は長尾小学校を訪問）
�増井玲貴・山川晃弘（美流渡小学校）・坂口明日香・
田畑汐梨（以上４人は造田小学校を訪問）

�二階堂瑞穂（前山小学校を訪問）
�深代みちる（多和小学校を訪問）
�����
�山崎　優（美流渡小学校教頭）・菅原俊一（栗沢小学
校教諭）・相澤智生（町教育委員会学務課総務・学校教
育担当主事）

��������������
  8日　高松空港を経由し、
              さぬき市へ
 　　　小西海南文庫にて　　   
              歴史を学ぶ
　 　　宇佐神社見学
　 　　長尾公民館にて歓迎式
 ９日　ホストファミリーと行動
10日　金刀比羅宮・瀬戸大橋
              など県内施設見学
11日　長尾・造田・前山・多和
              の各小学校訪問
　　　 細川家住宅・大窪寺など
              見学
12日　お別れ式・帰町

ススケケーートトにに挑挑戦戦

小小西西海海南南文文庫庫ににてて小小西西欣欣弥弥ささんんとと

おおへへんんろろ交交流流ササロロンン見見学学

金金刀刀比比羅羅宮宮ににてて

▲▲豪華な昼食豪華な昼食風景風景

瀬瀬戸戸大大橋橋ををババッッククにに
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　　　　　 保健福祉センター  � 45－3711
くらしのテレホンガイド�45－3301
（　　）はサービスコードの番号です

●小児まひ（ポリオ）生ワクチン投与（５５１）
　２月２１日（月）保健福祉ｾﾝﾀｰ　　　　１３：００～１３：３０
●乳児健康診査（５６１）
　２月３日（木）保健福祉ｾﾝﾀｰ　　　　８：３０～１０：３０
●すくすく親子相談
　２月３日（木）保健福祉ｾﾝﾀｰ　　　　１３：３０～１５：３０
●胃がん・肺がん（結核）・乳がん・子宮がん・骨粗しょ
う症検診（５７２・５７３）
　２月８日（火）　北海道対がん協会検診ｾﾝﾀｰ（札幌市）
　　　　集合時間　　万字交通ｾﾝﾀｰ　　７：００
　　　　　　　　　　美流渡交通ｾﾝﾀｰ　７：１０
　　　　　　　　　　保健福祉ｾﾝﾀｰ　　７：２０
●健康づくり相談（５８０）
　２月８日（火）　万字福祉センター　　１３：３０～１４：３０
●すこやか教室（５８１）
　２月８日（火）　万字福祉センター　　１２：３０～１３：３０
●ふれあい（要介護予防）教室（５８２）
　２月４日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
　２月１８日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
　２月２５日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
●献　　血（５８３）
　２月１４日（月）　役場前　　　　　　　９：３０～１１：３０
　　　　　　　　トステム北海道(株)　１２：００～１３：００

　　　　　　　　㈱トッキュウ　　　　１４：００～１４：３０
　　　　　　　　農協ストアー前　　　１５：００～１６：３０
●心の健康相談
　眠れない・何ごとにも自信がなく、やる気がしない・
人に会いたくない・物忘れがひどいなど、痴呆の症状があ
る・お酒を飲み、日常生活に支障をきたしているなど、
心の病気について心配な方、悩んでいる方なら、どなた
でも、どんなことでも相談を受けられます。
相談日時　２月１７日（木）午後１時～３時
場　　所　北海道岩見沢保健所　診断室・多目的研修室
　　　　岩見沢市８条西５丁目（空知支庁合同庁舎１階）
担　　当　精神科医師・保健師
（電話予約制）岩見沢保健所　子ども・保健推進課
 　　　　　� 0126-23-2231（内線３６７９・３６７７・３６７８）
※予約の受付時間は、相談日前日の午前中までとなりま
す。相談日以外でも、随時、相談を受けていますので、ど
うぞ気軽にお電話ください。
■休日在宅当番医
２月６日（日）　とくち内科胃腸科ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
　　　　　　　　　　　　　　 　　栗山01237-2-6622
２月１１日（金）　栗山赤十字病院　　栗山01237-2-1015
２月１３日（日）　由仁町立病院　　　由仁01238-3-2031
２月２０日（日）　国崎産婦人科医院　栗山01237-2-0337
２月２７日（日）　町立長沼病院　　　長沼01238-8-2321

　休日在宅当番医による診療については、栗山町・由仁町・長沼町・南幌町・栗沢町の5町による広域で行
なわれておりましたが、近年の車の普及により、自分自身で医療機関を選択し受診することが容易となった
ことや、休日においても各町立病院での診療の対応が出来ることなどから、休日在宅当番医の診療業務を3
月末で廃止することとなりましたので、みなさまのご理解をいただきますようお願い申し上げます。
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　高齢期になって現れる「もの忘れ」や「なんとも言えな
い体の不調」「物事をやる気がおきない・おっくうだ」「気
分がふさぎこんでしまう」など、心身の変化を「年だから、
しかたがない」と考えていませんか？
　高齢者のうつ病は「もの忘れ」など痴呆や老化とよく似
た症状もでます。そのため、痴呆とみわけがつきにくく、
症状が悪化することで痴呆や寝たきりにすすむことがあ
ります。
　また、うつ状態になるとリハビリへの意欲がなくなり、
できることができなくなったり、効果があがらなかったり
ということがあります。
　痴呆や年だからとあきらめていたこれらの症状のなか
に「うつ病」がもたらすものがあり、治療によって症状が
改善したということが少なくありません。
　高齢期をいきいきと過ごすために、うつ病の早期発見、
早期治療を心がけましょう。
【うつ病のきっかけは？】
　強いストレスは、うつ病のおおきなきっかけになります。
配偶者や親友を亡くして悲しい思いをしたり、話し相手が
いなく孤独であること。
　また、定年退職後に何もすることがないとか、肺炎や骨
折で入院が長引くことがきっかになることがあります。
　家族や本人ですら気がつかないこともあるので、心身の
変化には気を配ってください。
　また、悲しみやせつなさはだれでも経験することですが、
それが2週間以上続いたり、原因不明のからだの不調がお
こったりする場合は、専門医に相談しましょう。
【うつ病の治療は？】
　うつ病ははやく発見すれば、はやくなおる病気といわれ
ています。治療は抗うつ剤などの薬物療法と、心身の休養
が中心になります。

　近年、うつ病の薬物治療では、薬の耐性が弱い高齢者に
も安心して治療が行えるようになっています。高齢者の
うつ病はこころの不調より、からだの不調がめだつことか
ら、こころの病であるうつ病を自覚しずらく、また、自覚
していてもこころの病にかかっていることを恥と感じた
り、家族などに迷惑がかかるからと我慢することがあります。
　家族やまわりの人たちが高齢者のいつもとちがう、変化
に気づくことも大切です。
【身近なこころの相談機関】
○保健所　　
　こころの健康相談から精神科の診療を受けるにあたっ
ての助言まで、面接や電話による相談ができます。
　相談は精神科医、保健師などが対応します。
　相談日や受付時間など詳しくは、広報「けんこうがいど」
をご覧ください。
○医療機関の精神神経科・心療内科
　医療機関の精神神経科や心療内科では、外来での治療や
こころの健康相談を利用する人が多くなっています。
　また、医療機関ごとに得意分野があったり、予約制のと
ころが多いので、電話で確認をしてみましょう。
○保健福祉センター
　意欲の低下や軽いもの忘れ、筋力低下がすすむことによ
る閉じこもりや要介護状態を予防するために、健康相談と
要介護予防教室「ふれあい教室」を実施しています。
　「ふれあい教室」では、通院以外に外出する機会がなく、
家に閉じこもりがちな方（介護保険で要支援・要介護と認
定された方は該当になりません）へ、各種リハビリやレク
リエーションを実施しています。
　閉じこもり予防やふれあい教室のお申込みに関するお
問い合わせ先は、保健福祉課保健担当（45-3711）までお
気軽にご相談ください。
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　教育文化センター (学務課・社会教育課) �45－2361
　海洋センター �45－4600　給食センター�45－2368　すみれ幼稚園�45－4157
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冬の健康・体力づくりに　雪上散歩をたのしみませんか�

美しい雪景色を眺めながら、ゆっくり、のんびり樹木の中を歩いて
���������	��

１人　１００円

歩くスキー用具（貸出用もあり
ます）
タオル・飲み物等

開催中の事故については、主催
者側で応急処置のみを行い、そ
の後の処置は各自でお願い致
します。
なお、当日身体の調子が悪い方
は参加を控えてください。

2月１４日(月)までに、保険料100
円を添えて海洋センター又は
教育文化センターに申し込み
ください。

と き

コ ー ス

参加対象

保 険 料

持 ち 物

そ の 他

申 込 先

2月１９日(土)　午前9時００分
海洋センター集合

海洋センター
　　  �
エムズゴルフ場内
　　  �
海洋センター着
※初心者・中級者2つのコースを
用意しております。

小学校４年生以上

�
�

�
�

�
�

�
�
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������２月２７日（日）
������１４時開演
��������������	
������

�������北広島市、恵庭市、栗山町のグループによる
　　　　　　演劇公演
入  場  料　　５００円
�

���������	
���
��������	
��������
�������� �� ���

���������������� ������������

�����������	
��	

�����������	
������

���������������	���� �����������

�������������	
����� ���������

��������������	���
����

����������������������
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 社会教育課社会教育・スポーツ担当
�0126－45－2361（教育委員会）　
�0126－45－4600（海洋センター）

お問い合わせ先

�� �� �� �� �� �� ��
　町教育委員会が主催し、栗沢スキー協会（金田　功会
長）主管で行っているスキー教室が、１月９日・１０日の
２日間三井グリーンランド・ホワイトパークスキー場で
行われました。
　このスキー教室も今年で２０回を数え、小学生５５人が参
加し、協会の指導者より基礎から指導を受け、元気にゲ
レンデを滑っていました。
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一般書

天馬、翔ける（上・下）　　　　  　安部　龍太郎
窓際の死神　　　　　　　　　　　柴田　よしき　
コイノカオリ　　　　　　　　　　角田　光代
歌　姫　　　　　　　　　　　　　エド・マクベイン

鼠、江戸を疾る　　　　　　　　　赤川　次郎

児童書 どこどこ　ここ・ここ…　　　　　五味　太郎
そばせい　　　　　　　　　　 　　川端　誠
ハウルの動く城　　　　　　　　　宮崎　駿／脚本
１２歳からの被災害者学　　　　  　土岐　憲三
こんにちはおにさん　　　　　　　広野　多珂子

資料館・図書館
 １日（火）・８日（火）・１１日（建国記念
日）・１５日（火）・２２日（火）・２８日（月末
休館日）

こども館
 ６日（日）・１１日（建国記念日）・１３日
（日）・２０日（日）・２７日（日）

栗沢町工芸館
 毎週月曜日・火曜日（月・火曜日が
  祝日の場合、翌日に振替える）

����
��������

　来夢２１ �45－2105

���

◎お話の会　　図書館お話の部屋
●２月２日（水）午前１０時３０分～
　＜にんじんさん　だいこんさん　ごぼうさん＞他
●２月１０日（木）午後２時３０分～
　＜てぶくろ＞他
●２月１６日（水）午前１０時３０分～
　＜ぐりとぐらのおきゃくさま＞他
●２月２４日（木）午後２時３０分～
　＜アラジンとまほうのランプ＞他

◎来夢シアター　　図書館研修室
●２月１３日（日）午後１時～
　＜ハリーポッターとアズカバンの囚人＞
　　脱獄不可能のアズカバンから脱走した囚人。死神
　犬グリムの暗い影。ハリーの命が危ない！
　　世界中の親子が夢中になっている「ハリーポッタ
　ー」シリーズ映画化第３弾！

◎こども映画会　　図書館研修室
●２月１２日（土）午前１０時３０分～
　＜ウルトラマンコスモス
　　　　ＶＳウルトラマンジャスティス＞
　　宇宙の新天地を開拓するネオユートピア計画は　
　着々と進行している。希望に燃える宇宙飛行士・春野
　ムサシ。だがそこになぞのロボット群が飛来！危機
　一髪！ウルトラマンコスモス登場！ムサシらはコス
　モスとともにロボット群を撃退。しかしジャスティ
　スの出現により再び混乱が……。
●２月２６日（土）午前１０時３０分～
　＜シュレック　２＞
　　アカデミー賞・長編アニメーション賞受賞に輝く　
　「シュレック」の続編がパワーアップして登場！新た
　に長靴をはいたネコも仲間に加わり、心優しい緑色の
　怪物・シュレックとピノキオや３匹のこぶたなど、お
　とぎの国の登場人物たちの大冒険が始まる！

���

◎きみがチャンピオン� こども館プレールーム
＝目かくしバランス＝
　２日（水）・９日（水）･１６日(水)・２３日（水）
　午後２時３０分～

◎みんなで遊ぼう�　　こども館プレールーム
　４日（金）　　なぞなぞヒント
　１８日（金）　　新聞玉入れリレー
　午後２時３０分～

◎みんなで作ろう�　こども館お話広場
＝輪ゴムライフルをつくろう＝
　２５日（金）　　午後２時～

＝語り・くりさわの昔ばなし＝
★昔から語り継がれてきた先人の貴重な〝くりさわの
昔ばなし〟に加え、〝日本の昔話〟も登場�
　２月１７日（木）午後２時３０分～　
　＜さるじぞう＞他
　　　語り手　滝谷　寿美　さん
　
＝お裁縫　布で作るふっくらカボチャ＝
★ふわふわのかわいいカボチャを作ってみましょう
　　　日　時　２月１４日（月）午後３時20分～4時
　　　参加料　ひとり　２００円　
　　　申込み　２月１０日（木）までに来夢２１へ

����

一般書
「７月２４日通り」　吉田　修一
　普通の女には平凡な未来し
かないのかな？でも一度くら
いはドラマみたいな恋をして
みたい。まちがってもいいか
ら、この恋を選ぶ…。「東京湾
景」の著者が贈る長編ラブス
トーリー。

��
����
��

��
��
��
����

児童書
「きょうはこどもをたべてやる！」 
　　　　ドロテ･ド･モンフレッド
　親子ワニたちの好物は、ほっぺが
とろけるほどのあまーいバナナ。あ
る朝、「きょうは人間のこどもを食
べるんだ！」と宣言したワニのア
チーユ。心配する両親を尻目に、意
気揚々と出かけていきますが…。
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町
で
は
、
臨
時
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

＝
一
般
事
務
員
＝

▼
募
集
人
数　

若
干
名
（
平
成　
１７

年
９
月　

日
ま
で
登
録
し
、
随
時

３０

雇
用
し
ま
す
。）　

▼
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
で

　

歳
以
下
の
方　

５０▼
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

▼
応
募
方
法　

役
場
総
務
課
庶
務

担
当
ま
た
は
美
流
渡
支
所
、
万
字

連
絡
所
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、

就
業
希
望
期
間
な
ど
を
記
入
し
、

写
真
貼
付
の
う
え
、
２
月　

日�
２８

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

＝
来
夢　

図
書
館
臨
時
事
務
員
＝

２１

▼
募
集
人
数　
　

１
名

▼
勤
務
時
間　

火
曜
日
を
除
く
日

〜
土
曜
日
（
土
・
日
勤
務
有
り
）　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

▼
勤
務
内
容　

図
書
の
貸
出
・
返

却
及
び
登
録
・
整
理
・
補
修
等

▼
任
用
期
間　

平
成　

年
4
月
1

１７

日
〜
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１７

３０

▼
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
、

　

歳
以
下
の
方

５０＝
学
童
保
育
指
導
補
助
員
＝

▼
募
集
人
数　
　

１
名

▼
勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日　

午

前
９
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

▼
勤
務
内
容　

児
童
の
保
育
等

▼
任
用
期
間　

平
成　

年
4
月
1

１７

日
〜
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１７

３０

▼
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
、

　

歳
以
下
の
方

５０▼
応
募
方
法　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
芸
術
・
文
化
担
当
（
来
夢

　

内
）
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、

２１必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付

の
う
え
２
月　

日�
ま
で
に
提
出

２８

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

来
夢　

（�
　
�
２
１
０
５
）

２１

４５

＝
す
み
れ
幼
稚
園
補
助
教
諭
＝

▼
募
集
人
数　
　

１
名

▼
応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
普
通

免
許
を
有
す
る
方

▼
雇
用
期
間　

平
成　

年
4
月
1

１７

日
〜
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

３１

▼
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午

前
８
時
〜
午
後
４
時

▼
申
込
期
限　

2
月　

日�
ま
で

２５

▼
応
募
方
法　

教
育
委
員
会
学
務

課
総
務
・
学
校
教
育
担
当
で
申
込

書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
、
写
真
貼
付
の
上
、
幼
稚
園
免

許
状
（
写
）
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
務

課
総
務
・
学
校
教
育
担
当
（�
　
４５

�
２
３
６
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

栗
沢
町
で
は
、
平
成　

年
度
栗

１７

沢
町
立
学
童
保
育
所
の
入
所
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は「
栗

沢
町
立
学
童
保
育
所
入
所
申
請

書
」に
記
入
の
う
え
、就
労
証
明

書
を
添
え
て
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
芸
術
・
文
化
担
当（
来
夢

　

内
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２１▼
入
所
対
象
者　

平
成
８
年
４
月

２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

１１

れ（
小
学
１
年
生
〜
小
学
３
年
生
）

で
、共
働
き
等
で
昼
間
保
育
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
児
童
。（
送
迎
に

つ
い
て
は
、保
護
者
で
対
応
願
い

ま
す
。）

▼
保
育
期
間　

平
成　

年
４
月
１

１７

日
〜
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

３１

▼
保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日
は
、

放
課
後
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
。

３０

土
曜
日
、春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
は
、

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

３０

３０

分
ま
で
。（
日
曜
日
、祝
日
・
年
末

年
始
休
業
日
は
休
み
）

▼
保
育
場
所　

栗
沢
町
来
夢　

こ
２１

ど
も
館
内（
南
本
町　
�
１
）

４１

▼
保
育
料　

無
料

▼
そ
の
他　

保
険
料
等
に
つ
い
て

は
、保
護
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
入
所
受
付
期
間　

平
成　

年
３

１７

月
２
日�
〜
平
成　

年
３
月　

日

１７

１６

�
ま
で

▼
提
出
書
類　
「
栗
沢
町
立
学
童

保
育
所
入
所
申
請
書
」及
び「
就
労

証
明
書
」

◎
入
所
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
芸
術
・
文
化
担

当
（
来
夢　

内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

２１

願
い
ま
す
。（�
　

－

2
1
0
5
）

45

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

年
金
見
込
み
額
が
試
算
で
き
ま
す
。

▼
一
般
の
人

　

生
年
月
日
・
性
別
・
加
入
期
間

な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
額
を
自
分
で
試
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

歳
未
満
の
人

６０

な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼　

歳
以
上
の
人

５５

　

年
金
見
込
額
試
算
申
込
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
後
日
、
試
算
さ
れ

た
年
金
見
込
み
額
の
通
知
を
郵
送

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
必
要
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
社
会
保
険
庁
が
管

理
し
て
い
る
個
人
記
録
に
基
づ
い

て
試
算
し
ま
す
の
で
、
よ
り
確
か

な
年
金
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s

i
a
.
g
o
.
j
p
/

　

栗
沢
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で

は
、日
帰
り
型
市
民
農
園
の
利
用

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
日
帰
り
型
市
民
農
園

◎
４
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１１

30

◎
募
集
区
画　
　

区
画（　

㎡
〜　

㎡
）

１０

３４

５０

◎
賃
貸
料　

１
㎡
当
た
り
２
０
０
円

※
耕
起
し
て
、苗
な
ど
を
植
え
ら

れ
る
状
態
で
貸
し
出
し
ま
す
。農

用
具
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
日　

２
月　

日�
２８

　

申
し
込
み
は
、栗
沢
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
土
里
夢
館（�
　

－

２

３４

１
５
０
）ま
で

　
　
　
　

農
政
課
農
業
振
興
担
当

役 場
��������

美 流 渡 支 所
��������

万 字 連 絡 所
��������

教 育 委 員 会
��������

消防栗沢支署
��������

町 立 病 院
��������

土 里 夢 館
��������
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窓窓口口かか郵郵送送でで。。
自自分分でで書書いいてておお早早めめにに！！

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の

１６

確
定
申
告
は
、
２
月　

日
か
ら

１６

始
ま
り
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
３
月　

日
で

１５

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て

相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
確
定
申

告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
１
日

１７

現
在
、
栗
沢
町
に
住
民
登
録
の

あ
る
方
で
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
い
な
い
方
、
給
与
支

払
報
告
書
を
町
に
提
出
し
て

い
な
い
方
は
住
民
税
の
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
来
ら
れ
る
方
は
、
次

の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
印
鑑　

○
所
得
の
内
容
が
わ
か
る
も

の
（
給
与
・
年
金
の 
所
得
税
源

泉
徴
収
票
等
）

○
各
種
控
除
に
つ
い
て
証
明

で
き
る
も
の
（
社
会
保
険
料
・

国
民
年
金
・
生
命
保
険
料
等
の

領
収
証
）
※
確
定
申
告
等
に
つ

い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
岩
見
沢

税
務
署
（�
　

－

0
8
1
0
）、

22

ま
た
は
役
場
住
民
課
税
務
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対 象 地 区場　　所時　　間月　　日
美流渡栄町・本町・南町・東
町・若葉町の方

美流渡コミュニ

ティ・センター

午前１０時
　～午後４時２／２２（火）

美流渡錦町・末広町の方午前１０時
　～午後４時２／２３（水）

美流渡吉野町・東栄町・西町
の方

午前１０時
　～午後４時２／２４（木）

万字全域の方万字福祉センター午前１０時
　～午後４時２／２５（金）

町内全域の方役場住民課税務担当午前８時３０分
　～午後５時

２／１６（水）
３／１５（火）

���������	
���

〜

��������
　教育委員会では、本町に住所を有する方で、経済的理由によ
り就学が困難な児童生徒の保護者に就学援助費を援助してい
ます。
　対象は小学1年生から中学3年生までのお子さんをお持ちの
保護者の方です。
　学用品費・給食費・修学旅行費などを援助しています。
　2月中に各学校より案内文が各家庭に配付されます。
　また新入学のお子さんをお持ちの家庭には就学通知書に案
内文を同封いたしますのでご覧ください。
　なお、詳しくは教育委員会学務課総務・学校教育担当へ問い
合わせください。

��������	
���
　町教育委員会では、平成１７年度の奨学生を次のと
おり募集いたします。
◆申込資格　町内に住所が有る方の子弟で、大学院・
大学・短期大学・高等専門学校（４学年以上）・専修学
校に進学される方または就学中の方。
◆貸付額（月額）大学院生・大学生は２万３千円以内、
短期大学生は２万円以内、高等専門学校生（４学年以
上）・専修学校生は１万５千円以内。
◆申込方法　奨学資金の貸付を希望される方は、次の
書類を教育委員会または役場支所・連絡所に提出して
ください。
　①申込願書（用紙は教育委員会、役場支所・連絡所
　　にあります。）
　②学校長の推薦書
　③過去３ケ年間の学業成績証明書
　④健康診断書
　なお、前年に引き続き貸付を希望される方は、願書
と前年の学業成績証明書を提出してください。
◆申込期限　新規申込　３月２２日（火）まで
　　　　　　継続申込　４月１１日（月）まで
◆奨学生の選定　奨学生選考委員会で選定後、４月分
から貸付いたします。
　詳しくは教育委員会 学務課総務・学校教育担当
へお問い合わせください。

��������
����������
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　改正のポイントは、次のとおりです。

①　休業の取得によって雇用の継続が見込まれる
　一定の範囲の期間雇用者は、育児休業・介護休業
　がとれるようになります。
②　子が１歳を超えても休業が必要と認められる
　一定の場合には、子が１歳６か月に達するま　
で育児休業ができます。
③　対象家族１人につき、常時介護を必要とする
　状態に至るごとに１回の介護休業ができます。
　　期間は通算して（延べ）９３日まで
④　小学校就学前の子を養育する労働者は、１年
　に５日まで、病気・けがをした子の看護のために、
　休暇を取得できるようになります。

詳しくは、北海道労働局雇用均等室（�011-709-
2715）まで。
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予備自衛官補とは、必要な教育訓練を受け終了後には、予備自衛官となる制度です。

処 遇 等受付期間・試験期日資　　　　　　格採 用 区 分

教育訓練招集手当
日額：７,９００円

教育訓練
(一般)　　 ５０日/３年以内

(技能)　　 １０日/２年以内

受付期間
平成１７年１月１１日�

～４月８日�

試験期日
平成１７年４月１６日�

～１８日�の１日

�自衛官未経験者

�１８歳以上３４歳未満
一 般 公 募

�自衛官未経験者

�衛生、語学、整備、情報処理通
信、電気、建設等の国家免許資格
等を有する者

�１８歳以上で、保有する技能に応
じ５３～５５歳未満

技 能 公 募

�������

　役場総務課庶務担当（�45-2411）又は自衛隊札幌地方連絡部岩見沢募集事務所（�23-5514）
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◆屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建物には、事
故が起こらないよう、丈夫な雪の滑り止めなどを付け
るようにしてください。
◆たとえ、雪の滑り止めが付けてあっても、強さが足
りなかったり、針金などが古くなってさびついたりし
て切れて落ちることもありますので、必ず点検して、
悪いところがあれば早めに修繕をするようにしてく
ださい。
◆屋根の雪、氷、つららは、気温が急に上昇し、特に、
マイナス３度位からプラス３度位になったときに落

ちやすい状態となっていきますので、早めに雪、氷、
つららをおろすようにし、おろすときには歩行者や遊
んでいる子供などに注意をしてください。
◆ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は、少量
でも危険です。付着した雪や氷は、こまめに取り除く
ようにしてください。
◆雪や氷が落ちる恐れのある軒下などの通行者には、
十分注意をうながすようにしてください。
◆屋根からたくさんの雪が落ちたときは、直ちに事故
がないかどうかを確かめるとともに、歩行者の通行へ
の影響を避けるため、すみやかに処理してください。
◆屋根から落ちた雪、氷、つらら、家屋敷地内の雪を
道路に出しますと、歩行者や車の運行に支障となりま
すので、出さないようにしてください。

　　　　　　　北海道開発局　北海道　北海道警察

����������������

　農業試験場が開発した道央圏に適応する新しい品
種や栽培技術をわかりやすく説明します。
　生産者、農協、市町村や農業に関心のある皆さま
の多数のご出席をお待ちしています。
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日　時　2月18日（金）１３：００～１６：３０
場　所　くりやまカルチャープラザ
　　　　（ＪＲ栗山駅直結）
　　　　栗山町中央2丁目1番地　0123-７3-3333
内　容　1月下旬に決定します
　　　　（前年＝畑作物新品種候補など）
参加費　　無　料
主　催　　北海道立中央農業試験場
問合せ先　中央農業試験場企画情報室　�0123-89-2586

��������	
���������

��������	
���������

��������	
���������

��������	
���������

��������	
���

��������	
����������

��������	
���������

��������	
���������

��������	
����������

��������	
���������

����������	
�

��������	
������������

�����������	
���������

��������	
��

����������������		

����
������������������		
��������������������		

����

��������	
���
��������������	
���

�����������	
	��
�

��������	
����������

����



広報くりさわ ２ 月号��

如 月 (きさらぎ）�
�������

�����

����������

��������������

��������������

����

� � � � �

�

�����
����������	


������������������

�����������������

�����������������

��������	��������

��������	


　昨年一年間、栗沢町では、火災が９件（前年比５件増）、危
険物（灯油等）の漏洩事故が９件（前年比４件増）と、災
害が増加しています。
　新しい年を迎え、すでに火災１件、危険物の漏洩事故が
１件報告されています。（１月１０日現在）
　危険物の漏洩事故１件については、ストーブの配管（ゴム
ホース）の劣化により亀裂を生じていたため、その部分より
灯油約５０㍑が漏れ出し下水道に流出したものです。
　火災や環境汚染等につながりますのでいま一度、ご家庭
や職場等でも確認してください。
　何かと忙しい毎日を過ごされていると思いますが、
チョットした油断から災害は発生し、あなたの大切な財産、
さらには生命をも失いかねません。
　安心で安全な生活を過ごすために、一人一人が火の用心
を心掛けましょう。

い
ざ
と
い
う
と
き
は
あ
わ
て
ず

に
火
事
と
救
急
は
１
１
９
番
へ

火
災
の
問
い
合
わ
せ
は　

　
　
　
�
　

－

０
１
１
９
番
へ

２４

一
般
の
問
い
合
わ
せ
は　

　
　
　
�
　

－

２
０
０
９
番
へ

４５

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害がががががががががががががががががががががががががががががががが増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！災害が増加しています！！
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３日　美流渡小学校１日体験入学
　　　（午前１０時から受付・同校）

　●　美流渡中学校入学説明会
　　　（午後１時から受付・同校）

４日　砺波市親善使節団来町

　●　栗沢町小学校１日体験入学
　　　（午前１０時から受付・同校）
５日　ウォーキング講習会
　　　（午前9時・海洋センター）

10日　栗沢町中学校入学説明会
　　　（午後１時20分から受付・同校）　
　●　心配ごと相談・行政相談
　　　（午後１時～３時・町民センター）

14・16・18・23・25・28日　ＩＴ講習会
　　　（午後１時３０分・教育文化センター）

19日　歩くスキーの集い
　　　（午前9時・海洋センター）
　●　第１6回栗沢小学校金管バンド定期演奏会
　　　（午前９時３０分・同校体育館）

21日　心配ごと相談
　　　（午後１時～３時・美流渡支所）

23日　すみれ幼稚園１日体験入園
　　　（午後１時３０分から受付・同園）

25日   教育実践奨励賞贈呈式
　　　（午後４時・教育文化センター）

　●　心配ごと相談
　　　（午後1時～３時・万字連絡所）

６日　栗沢保育園おゆうぎ会
　　　（午前９時３０分・町民センター）

８日　栗沢町奨励賞・農業振興奨励賞贈呈式
　　　（午前１１時・町民センター）
　●　農業総合講習会
　　　（午後１時・町民センター）
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■インターネット/http://www.dosanko.co.jp/kurisawa ■Eメール　kurisawa@dosanko.co.jp

　昨年11月２８日南富良野町のかなやま湖で釣り上
げた大物イトウです。
　体長８７㌢、重さ6.8㌔、30分の格闘の末の大物に
大満足。

最　上　井　口　純　一

このページは皆さん

が参加して作るページです。

風景、花、まちの話題など栗沢町に

関係した話題がありましたら

ご提供ください。

■作品の送付先
（持参可、写真はお返しします。
〒068-0194栗沢町東本町21番地
栗沢町役場振興課
　商工観光・企業立地・広報担当

　昭和11年12月、栗丘の北　中蔵さん地
先で日本石油㈱北海道事業所により石油
試掘の開坑式が行われたときの写真です。
　町関係者や栗沢神社の神主さんが写っ
ております。
　試掘は、昭和16年まで続けられ、2,000
㍍ 程度掘ったようですが、石油が出ても
採算が取れる程の量が出ず、蓋をされた
と聞いています。

栗　丘　北　　咲　雄

　偶然ですが、茂世丑にガスというか靄が掛かってい
る撮影ができました。

美流渡　山　平　正　四

　昨年1２月２７日空知信用金庫創立８０周年記念に際
し寄贈された交通安全指導車が納車されました。
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